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１．はじめに

本稿は、周辺地域とは異なる静岡県西部の新居方言について、その使用・理
解について調査した結果をまとめ、どのような語や表現が衰退傾向にあるのか
について検討するための資料である。また、新居方言話者の言語意識に焦点を
当て、新居方言衰退の要因についても考察を加える。

本研究の研究対象である新居町は、静岡県の最西部に位置する。2010年に湖
西市に編入され、世帯数は6,767、人口の総計は15,844人である。また、高齢
化率は市全体で27.90%となっている（静岡県湖西市統計情報, 2022）。

新居方言に関する先行研究はその数が限られるが、世代間の方言使用につい
て大規模な調査を行ったものとしては中條他（1983a）が挙げられる。当該研
究では、静岡県浜名郡新居町（現：湖西市新居町）に居住する300名に対して、
語彙12項目について複数の場面を設定し、それぞれの場面でどのような語を使
用するかについて調査を行ってる。調査の結果、老年層は同年代の友人に対し
ては新居方言を使うが、子どもに対しては共通語を使う傾向があるということ
が明らかとなった。例えば「かかと」という語について、60～70代の調査協力
者が同年輩の人と話す際には、「アグツ」「カガト」といった方言を使用するが、
子どもと話す際には方言使用が減少し、共通語の「かかと」の使用が増加する
ということが述べられている。

また、アクセントの世代間比較調査を行った先行研究もある（中條他, 1983b）。
新居方言のアクセントは、東京式であるが、一部特殊なものも含まれ、浜名湖
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特殊アクセントと呼ばれる。中條らは、特徴的なアクセントである「雨が」「箸
が」（新居方言では尾高型）等を含む短文を、177名の調査協力者に読み上げて
もらうことで、データを収集している。調査の結果、浜名湖特殊アクセントに
は変化が生じており、若年層において急激に変化しているものもあれば、高年
層から緩やかに変化が始まっているものもあった。変化の方向としては、都市
部のアクセント（主に浜松市街地で用いられているもの）に同化するものと、
共通語（東京式）に同化するものに分かれていた。例えば、「いちご」や「うさ
ぎ」は従来の新居方言においては中高型であるが、浜松市街地で用いられる頭
高型に変化しつつあり、東京式の尾高型は観察されなかった。ただし、これは
1982年に収集されたデータに基づいており、現状については不明である。

新居方言に関する研究で最も新しいものは、森（2017）である。当該研究は、
1985年生まれの筆者の内省と1937年生まれの生え抜きの女性への聞き取り調
査から、動詞および形容詞の活用についてまとめたものである。一方、新居方
言において、どのような語彙や表現が残存し、どういったものが使われなくなっ
たのかについては、これまでの研究で明らかになっていない。そのため、本研
究では、新居方言を母方言とする調査協力者を対象に半構造化インタビューを
行い、方言の使用・理解について調査を実施した。

２．研究方法

本論文では、中学校卒業時まで継続して静岡県湖西市新居町に在住していた
人を対象に新居方言に関する聞き取り調査を行った。調査協力者は、NPO法人

「新居まちネット」に依頼し、協力者を募っていただいた。調査協力者は、20
代から80代までの10名である（詳細は表１に示す）。なお、調査協力者の名前
はすべて仮名である。1990年から2002年生まれの３名を若年層、1962年から
1969年生まれの３名を中年層、1941年から1951年生まれの４名を高年層とし、
分析を行う。調査協力者には、インタビューに先立ち、性別、生年、職業、現
在住んでいる地域、家族の方言使用といった基本情報に関する質問への回答を
依頼した。

本調査においては、選定した語彙や表現について、静止画および文章作成タ
スクを用いて、その使用・理解について回答を依頼した。調査にあたり、選定
した語彙・表現は18項目（語彙10項目、表現８項目）である（表２および表３
参照）。半構造化インタビューは、協力者の許可を得た上で録音・録画し、文字
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転記した。分析にあたっては、方言使用・理解に関する発話を抽出し、項目ご
とに表にまとめて検討する。

仮名 性別 生年 職業 居住地
トシ 男性 1941 無職 新居町
テル 女性 1942 主婦 新居町
ヨウ 女性 1946 自営業 新居町
マチ 女性 1951 パート 新居町
ノリ 女性 1962 会社員 県西部（新居町以外）
ヒサ 女性 1967 自営業 新居町
ヒロ 女性 1969 自営業 新居町
サト 女性 1990 公務員 新居町
ダイ 男性 1990 公務員 県西部（新居町以外）
チヒ 男性 2002 学生 新居町

表１　 調査協力者

新居方言 共通語
V1 アグツ かかと
V2 カエチ 着替え
V3 ヒル にんにく
V4 ヒズルシイ まぶしい
V5 ネチ 歯茎
V6 オンジョ とんぼ（オニヤンマ）
V7 テンコチョ てっぺん
V8 ハンペタ 魚の半身/開いたものの半分
V9 オッシー 味噌汁
V10 ケヤイトル/ケヤス （ろうそくを）消している/消す

表２　 調査項目（語彙）

新居方言 共通語
G1 ～おる/おらん

さきゃー　売っちゃーお
るが　たばかー　売っち 
ゃーおらん

～いる/いない
酒は売ってはいるが、たばこは売ってはいない

G2 ～れん
わしゃあどうも、これじゃ
あとても行けれんよ

動詞可能形否定
私はどうも、これじゃあとても行けないよ

表３　 調査項目（表現）
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G3 明日　雨が　降らなんだ
ら　船は　出るね 

明日 雨が降らなかったら、船は出るね

G4 しなんだ
もっと　注意　してりゃ
　怪我は　しなんだね

動詞過去否定
もっと注意していれば怪我はしなかったね

G5 ～まい
まー　もー　いーで　一
緒に　食べまい

勧誘表現
まあもういいから一緒に食べよう

G6 ～まいか
今日は、お天気がいーで、
奥山の半僧さま　まいり
に行かまいか

勧誘表現
今日はお天気がいいから、奥山の半僧さん
～参りに行こう

G7 ～もんで/～もんだい/
～もんだいが/～もんだい
がら/～もんでが/～もん
だで/～もんだによって
財布　落といたもんで　
困っとる

～ので
財布を落としたので　困っている

G8 ちょっと こっち きん（き
りん/こりん） 

丁寧な命令形
ちょっとこっちに来なさい

３．結果と考察

本章では、インタビューの文字転記資料からの引用を参照しながら、調査協
力者の方言使用・理解について整理し、考察する。

３.１　語彙の使用状況と言語意識
３.１.１　アグツ

足裏の端を指す「かかと」を表す際、従来の新居方言では「アグツ」が用い
られる。東北地方においてはアグド（あるいはアクト、アクド、アグド）と言
われ、東北地方以外でもアクト（長野県や愛知県尾張地方など）という表現が
見られる。こうした語は「アアク系（アクタ、アクツ、アクト）」と呼ばれ、新
居方言の「アグツ」もこの一種だと考えられる。アクトの方言分布をまとめた
柳田（1930）は、静岡県の駿河および遠州、愛知県の三河において「アクツ」
の分布が観察されると述べている。
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「アグツ」という語について、高年層は「使用しないが、聞いたことはある」
と回答しており、中年層の１名（ノリ）は、「以前は使用したが、今は使用しな
い」と回答している。それより下の世代は、「聞いたことがない」との回答で
あった。どの世代の調査協力者においても、日常的には共通語の「かかと」が
使用されていることが明らかとなった。以下は、聞き取り調査で得られた回答
である（以下、引用中の下線は筆者による）。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用しないが、聞いたことはある
テル 1942 使用しないが、聞いたことはある
ヨウ 1946 使用しないが、聞いたことはある
マチ 1951 使用しないが、聞いたことはある
ノリ 1962 以前は使用したが、今は使用しない
ヒサ 1967 聞いたことがない
ヒロ 1969 聞いたことがない
サト 1990 聞いたことがない
ダイ 1990 聞いたことがない
チヒ 2002 聞いたことがない

表４　調査結果（アグツ）

00:08:57 テル：
（1942年生）

かかとじゃない？

00:08:58 調査者： かかとって言いますよね。

00:08:59 ヨウ：
（1946年生）

かかとって言うね。

00:09:00 トシ：
（1941年生）

まあ、かか、かかとっちゃかかとだな。

00:09:06 調査者： ［中略］アグツ、アグツって言います？言わない？

00:09:22 トシ： ［中略］聞いたことはあるよね。

【用例１】

４.１.２　カエチ
新居方言では、「着替え」を「カエチ」と言う。静岡県方言研究会（1987, 

p.629）によれば、「カエチ」は小笠地方において「代わり」を表す方言である。
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例えば「私の代わりに行ってくれ」を「私のカエチに行ってくれ」のように使
用する。また、『日本国語大辞典第二版』には「かあち（例：そのかあち菓子を
やる）」という語が方言として収録されており、静岡県のほか、群馬県、山梨
県、長野県で使用される、とある。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用しないが、聞いたことはある
ヒサ 1967 聞いたことがない
ヒロ 1969 使用しないが、聞いたことはある
サト 1990 聞いたことがない
ダイ 1990 聞いたことがない
チヒ 2002 使用しないが、聞いたことはある

表５　調査結果（カエチ）

「カエチ」という語について、高年層は「使用する」と回答しており、中年層
と若年層では「使用しないが、聞いたことはある」「聞いたことがない」のよう
に回答が分かれた。「使用する」と回答した高年層は「カエチ」を方言であるこ
とを知らずに使用していることが聞き取り調査から明らかとなった。また、「使
用しないが、聞いたことはある」と回答した若年層の１名（チヒ）は祖母が使
用しているのを聞いており、中年層の１名（ヒロ）は父が使用しているため、
理解できると話していた。どちらも、身近にいる高年層の方言使用により「カ
エチ」という方言が継承されていることを示している。両者とも、この語の使
用に違和感はないが、使用するまでには至っていない。使用例としては、「カエ
チ持ってきてほしい」があげられた。以下は、聞き取り調査で得られた回答で
ある。

00:18:34 調査者： ああ、着替え、なんかありますか。あのー、新居のこ
とばで。着替え。

00:18:39 テル：
（1942年生）

着替え？

【用例２】
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00:18:40 ヨウ：
（1946年生）

「着替えりん」って言うね。

00:18:49 調査者: ［中略］カエチっていうのが。

00:18:49 ヨウ： あ、カエチって。カエチって言う。

00:19:19 テル： ［中略］カエチってこの辺だけかね。

00:19:20 調査者： カエチっていうことは言わないです。

00:19:26 テル： ［中略］そっか。普通、こんなのカエチだよね。

00:19:34 トシ：
(1941年生)

［中略］当たり前に使ってることばでね。

00:19:35 調査者： そうですね。

00:19:36 ヨウ： だで、方言だと思ってないもの。

00:04:01 ヒサ：
（1967年生）

着替えは、着替えかな。

00:04:02 ヒロ：
（1969年生）

うん。着替え。

00:04:02 調査者： ああ。

00:04:05 チヒ：
（2002年生）

着替えですね。

00:04:09 調査者： ［中略］カエチって言います？

00:04:09 ヒサ： へえ。

00:04:10 ヒロ： あ、カエチは、カエチって言う。

00:04:10 調査者： カエチ、はい。

00:04:11 ヒサ： え？ 私、知らない。

00:04:12 ヒロ： えー、カエチは言うよ。

00:04:27 ヒロ： ［中略 言うよっていうか、自分は、あれかな。でも、父
は言うよね。自分でね、うん。

【用例３】
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00:04:34 調査者： ［中略］ご自身で言うときは、まあ、着替えって言うか
なって。

00:04:38 ヒロ： うん。着替え、うん。

00:04:55 チヒ： 僕の祖母がですね、あの、カエチは言いますね。

00:04:59 チヒ： ［中略］カエチ持ってきてほしいって。

４.１.３　ヒル
「ヒル」はニンニクを意味する新居方言である。『日本国語大辞典第二版』に

は、ニンニク、ノビルなどの古称、とある。古事記に「いざ子ども　野蒜（の
びる）摘みに　蒜摘みに　わが行く道の　香ぐはし　花橘は（さぁ、ノビルを
摘みに行こう　ヒルを摘みに行こう　わたしが進む道の香りの良いタチバナ）」
と謳われることから、1300年以上前から使用されていた語であることがわかる。

「ヒル」は、静岡県のほか、岐阜県、愛知県、さらに関東地方でも使用される方
言であり、琉球語では「ピル」と言われる。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 以前は使用したが、今は使用しない
テル 1942 以前は使用したが、今は使用しない
ヨウ 1946 以前は使用したが、今は使用しない
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用しないが、聞いたことはある
ヒサ 1967 使用する
ヒロ 1969 聞いたことがない
サト 1990 聞いたことがない
ダイ 1990 聞いたことがない
チヒ 2002 聞いたことがない

表６　調査結果（ヒル）

「ヒル」という語について、高年層の３名は「以前は使用したが、今は使用し
ない」、１名は「使用する」、中年層は「使用する」あるいは「使用しないが、
聞いたことはある」「聞いたことがない」に回答が分かれ、若年層は「聞いたこ
とがない」と回答している。高年層は、昔（子どもの頃）「ヒル」という語をよ
く使っていたと述べている。また、高年層の調査協力者の親世代が使用してい
たとのことで、同居家族から「ヒル」の使用が受け継がれていることがわかる。
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しかし、調査協力者の中年層や若年層では「ヒル」という語の理解や使用が見
られず、継承が途絶えていることが見て取れる。高年層の調査協力者が「ヒル」
を使用しなくなった理由として、商業施設など公共の場で「ヒル」から、共通
語の「にんにく」が使われるようになったという点があげられていた。使用例
としては、「ヒルをすって」や「ヒルで食べる」といったものが出た。以下は、
聞き取り調査で得られた回答である。

00:19:59 テル：
（1942年生）

ニンニク、昔、ヒルって言ってたね。

00:20:01 トシ：
（1941年生）

ここらはヒルか。

00:20:02 調査者: ヒルって言うんですよね。

00:20:03 ヨウ：
（1946年生）

ヒル。今、今みんなニンニクって言うけどヒルって言
う。

00:20:05 トシ： ［中略］ニンニクって言う人おるけども、昔はヒル、ヒ
ルって、ヒルって。

00:20:07 ヨウ： うん。子どもの頃ヒルって言ったね。

00:20:09 テル： もう、親はずっとヒルって言ってました。

00:20:14 ヨウ： ［中略］ 今はスーパー行ってもどこ行っても、表示がニン
ニクになっちゃったからねえ、ニンニクって言うけど。

00:20:21 トシ： ［中略］あんまり他では使わないの？　ヒルとか使わな
い？

00:20:23 調査者: 使わないんです。もう、新居のことばで、ヒルって。
はい。

00:20:44 トシ： [中略] ニンニクおろせなんて言わんで、ヒル、ヒル、
ヒルをすってって。

00:20:50 ヨウ： [中略] でも、これは、今はあんまり使わなくなったね。

00:20:52 調査者: ああ、そうですか。

00:20:53 トシ： 使わなんだね、使わんね、今は。

【用例４】
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00:20:54 ヨウ： 子どもの頃はヒルだった、本当に。

00:20:56 調査者: へえ。

00:20:58 マチ：
（1951年生）

フフ、まだ私なんて、いつもヒルだよ。

00:06:33 調査者： これは、普段、どのように言いますか。

00:06:34 ヒサ：
（1967年生）

普段はニンニク。

00:06:39 ヒサ： ［中略］ああ、わかった。

00:06:40 調査者： うん。

00:06:40 ヒサ： ヒル、かな。

00:06:43 ヒロ：
（1969年生）

［中略］ヒル、言わないな。

00:06:44 ヒサ： ヒル。でも、すったのを言うっていうイメージがあり
ます。

00:06:49 ヒサ： ［中略］あの、カツオ、えーと、モチガツオ食べるとき
は、ヒルで食べるっていうのが、うん、定番かな。

【用例５】

４.１.４　ヒズルシイ
「ヒズルシイ」は「眩しい」を表す新居方言である。静岡の他地域では「ヒド

ロシイ」、「ヒデラシイ」といった変種が見られる。この語は静岡県のほか、愛
知県、群馬県、神奈川県の一部でも使用される。「ヒズルシイ」の「ヒ」は「日・
陽」からの派生である。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する

表７　調査結果（ヒズルシイ）
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「ヒズルシイ」という語について、高年層は「使用する」、中年層は「使用し
ないが、聞いたことはある」と回答しており、若年層は「使用しないが、聞い
たことはある」「聞いたことがない」に回答が分かれた。今回の調査においては、
高年層と、中年層以下で使用・理解の有無が明確に二分される結果となった。
高年層の調査協力者によれば、「ヒズルシイ」という語は、日光のまぶしさを伝
える際に使用され、車のライトなどについては「まぶしい」を使用するという
ことであった。また、こうした使い分けは、無意識になされる、ということで
あった。中年層以下の調査協力者については、親が「ヒズルシイ」と使用して
いるのを聞いているため、方言として認識しており、若年層の１名（チヒ）は
学校で学ぶ機会があったという回答であった。高年層の調査協力者は「ヒズル
シイ」と「まぶしい」の使い分けを無意識に行っているのに対して、中年層の
調査協力者には区別がつかないと回答していた。このことから、中年層以下の
調査協力者についても、「ヒズルシイ」という語自体の知識は共有されているが、
その用法までは継承されていないことがわかる。以下は、聞き取り調査で得ら
れた回答である。

マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用しないが、聞いたことはある
ヒサ 1967 使用しないが、聞いたことはある
ヒロ 1969 使用しないが、聞いたことはある
サト 1990 聞いたことがない
ダイ 1990 聞いたことがない
チヒ 2002 使用しないが、聞いたことはある

00:22:20 ヨウ：
（1946年生）

ヒズルシイは、まだ、私ら年代の人は使うよね。

00:22:24 テル：
（1942年生）

使いますよね。私らのは、みな、すっと出るのがヒズ
ルシイだよね。

00:22:27 ヨウ： ねえ。うん。

00:22:28 トシ：
（1941年生）

まあ、僕ら、今でも使うもんね。

【用例６】
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00:22:37 テル： ［中略］ あのー、まぶしいは、私が、日に当たると『ひ
ずるしい』けど、このライトがなんかはまぶしいかなっ
て思うかな。

00:23:01 トシ： ［中略］ ライトはまぶしい。ほとんど、今、今の人、そ
ういうふうに使い分けとる可能性があるよ。

00:23:06 調査者： そうですよね。

00:23:06 トシ： 言われてみりゃそうだなと思う。

00:23:08 テル： 今、そう、フフ。今、夜、夜、運転するに、まぶしい
もんね。

00:23:30 トシ： なんで、そこら辺、何の意識もせんで、使い分けてる
可能性があるね。

00:07:34 ヒロ：
（1969年生）

ああ、ヒズルシイはね、そうね。

00:07:37 調査者： はい。言います？ヒズルシイ。

00:07:40 ヒサ：
（1967年生）

[中略] 何だろう、知識として入っちゃってるって感じ
かな。

00:07:40 調査者： ああ。

00:07:41 ヒロ： うん。知識として、そうだね。ヒズルシイ。うん。

00:07:43 ヒサ： でも、言う、親も言ってるかもしれないけどね。

00:07:45 ヒロ： ち、親は言ってる。ハハハハハ。

00:07:48 調査者： ［中略］じゃあ、あのー、聞いたら、もう、理解でき
るっていう。

00:07:52 ヒロ： できる。もう、この絵を見た瞬間に、ああ、そういう、
そういう問いかなと。

00:08:10 調査者： まぶしい、まぶしいって意味だけど、その、太陽に使
うものであって。

00:08:13 ヒロ： 確かに、確かに。そう、太陽に使う。うん、確かに。

【用例７】
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00:08:15 ヒサ： えー？ その区別がつかない。

00:08:17 ヒロ： あ、本当？

00:08:17 ヒサ： ついてなかった。うん。

00:08:25 調査者： ［中略］チヒさん、じゃあ、ヒズルシイ、あんまり。

00:08:30 チヒ：
（2002年生）

［中略］確かに、言われてみれば、あのー、そういう知
識が。聞いたことあるな。

00:08:34 チヒ： ［中略］まぶしいを、ヒズルシイって言う、言うのを、
こう、学校から、フフ、ちょっと教えてもらったこと
があって。

４.１.５　ネチ
「ネチ」は「歯茎（はぐき）」を表す新居方言である。静岡の他地域では「ネ

ジ」、「ハンキ」、「ドテッパ」といった変種が見られる。この語は静岡県のほか、
愛知県でも使用される。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用する
ヒサ 1967 使用しないが、聞いたことはある
ヒロ 1969 使用する
サト 1990 聞いたことがない
ダイ 1990 聞いたことがない
チヒ 2002 聞いたことがない

表８　調査結果（ネチ）

「ネチ」という語について、高年層は「使用する」、中年層は「使用する」「使
用しないが、聞いたことはある」に回答が分かれ、若年層は「聞いたことがな
い」という回答となった。「使用する」と回答した調査協力者は、「歯茎（はぐ
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き）」は使用せず「ネチ」のみを使用しているということであった。また、中年
層の1名（ヒサ）は「ネチ」という語を知っていたが、意味は理解できなかっ
た、と述べている。使用例として、「ネチが腫れたもんでや」や「ネチが腫れ
ちゃってね」などがあげられた。以下は、聞き取り調査で得られた回答である。

00:24:00 トシ：
（1941年生）

歯茎のこと、うちら、ネチって言うら。

00:24:01 テル：
（1942年生）

ネチだね。ネチって言ったね。

00:24:02 調査者: ネチって言いますか。

00:24:03 ヨウ：
（1946年生）

歯茎なんて言わないね。ネチって言うね。

00:24:23 マチ：
（1951年生）

［中略］「ネチが腫れたもんでや」ってね。

00:24:24 ヨウ： 「ネチが腫れちゃってね」ってね。

00:24:28 トシ： 歯医者でも言うもんね、僕ら、「先生、ネチが腫れたで
見て」って言うもんの。ハハハハ。

00:24:31 調査者: あ、「ネチ腫れた」っていって。ああ。

00:24:33 ヨウ： 歯茎って言わないよね。

00:24:40 マチ： ［中略］なんでネチなんて言うんだろう。

00:09:35 ヒロ：
（1969年生）

ネ、ネチ。フフ。

00:09:36 調査者： ああ。

00:09:36 調査者： ああ、やっぱりご存じですね。フフ。

00:09:38 ヒロ： ［中略］言うときあるもん。だって。

00:09:39 調査者： あっ、言います？　ネチ。

【用例８】

【用例８】
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00:09:40 ヒサ：
（1967年生）

え？　本当？　言わない。

00:09:41 ヒロ： 言うときあるっていうか、まあ、言う機会もないけど。
フフ。

00:09:46 チヒ：
（2002年生）

［中略］聞きもしないですね。

00:09:53 ヒサ： ［中略］きい、聞いてたけど、私、理解してなかったか
も。

00:09:56 ヒロ： 本当？

00:09:57 ヒロ： ［中略］ネチって。歯茎って言うより、ネチのほうが、
フフフ。

00:10:13 ヒロ： ［中略］普通な感じで、ネチって普通に言ってた。

４.１.６　オンジョ
「オンジョ」は「とんぼ（あるいはオニヤンマ）」を表す新居方言である。静

岡の他地域では「トンプ」、「ドンブ」といった語も使用される。「オンジョ」は
静岡県のほか、千葉県および神奈川県でも使用が見られる。『日本国語大辞典第
二版』においては、「おんじょう」という語が収録されており、昆虫（やんま）
の異名とされている。また、江戸時代の方言辞典である『物類称呼』において
は、「又大なる物を馬大頭（やんま）と云。上総にてをんじゃうといふ」との記
述があり、1700年代から当該語が使用されていたことがわかる。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 聞いたことがない
ヒサ 1967 聞いたことがない
ヒロ 1969 聞いたことがない
サト 1990 聞いたことがない
ダイ 1990 聞いたことがない
チヒ 2002 聞いたことがない

表９　調査結果（オンジョ）
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「オンジョ」という語について、高年層は「使用する」、中年層と若年層は「聞
いたことがない」と回答している。高年層の調査協力者（テル）は「子どもの
頃、言ってた」と述べているが、中年層以下の世代には受け継がれていない可
能性がある。また、今回の調査では「オンジョ」をとりあげたが、高年層の調
査協力者によれば、雄のことを「オンジョ」、雌のことを「メンジョ」と呼ぶ、
とのことであった。以下は、聞き取り調査で得られた回答である。

４.１.７　テンコチョ
「テンコチョ」は「頂上、てっぺん」を表す新居方言である。静岡の他地域で

は「テンコッチョ（袋井）」、「テンコーチョー（熱海）」といった語も見られる。
また、類似した「てんこ」は富山県、石川県、和歌山県など、広い地域で用い
られる方言である。

00:25:15 トシ：
（1941年生）

オンジョ？　オンジョとね、オンジョとメンジョって
言う。

00:25:17 調査者: ああ、そうですか。

00:25:19 トシ： うん。

00:25:19 テル：
（1942年生）

言ってたね、子どもの頃、言ってた。

00:25:20 トシ： あのー、オニヤンマ、雄と雌あって、オンジョとメン
ジョ。

【用例９】

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用する
ヒサ 1967 使用する
ヒロ 1969 使用する
サト 1990 使用しないが、聞いたことはある
ダイ 1990 使用しないが、聞いたことはある
チヒ 2002 使用する

表10　調査結果（テンコチョ）
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４.１.８　ハンペタ
「ハンペタ」は「半分」を表す新居方言である。静岡の他地域では「ハンペラ

（東伊豆）」、「ハンチク（松崎）」、「ハンピタ（御殿場）」といった語も見られる。
この語は、群馬県や神奈川県の一部でも使用が見られる。

00:26:21 ヨウ：
（1946年生）

［中略］テンコチョって、新居弁なの？

00:26:22 調査者： そうなんですよ、テンコチョ。新居のことば。フフフ
フ。

00:26:24 ヨウ： そうなんだ。［中略］テンコチョっちゅうのは言ったけ
ど、新居弁とは知らなんだよ。

00:26:55 マチ：
（1951年生）

［中略］言うときあるもん。だって。

00:11:30 ヒサ：
（1967年生）

普通に言います。

00:11:34 ヒサ： ［中略］今は言わないけど、子どもの頃は聞いた。
［中略］逆に。テンコチョ以外に、いい、言う言い方が
ある？

【用例10】

【用例11】

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する

表11　調査結果（ハンペタ）

「テンコチョ」という語について、高年層と中年層は「使用する」と回答して
おり、若年層は「使用する」「使用しないが、聞いたことはある」に回答が分か
れた。高年層の調査協力者は、「テンコチョ」が方言だという認識を有しておら
ず、日常的に使用している。また、中年層に関しても「テンコチョ」以外の言
い方がすぐに思いつかないほど、親和性の高い語であることが明らかとなった。
以下は、聞き取り調査で得られた回答である。
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「ハンペタ」という語について、高年層は「使用する」、中年層と若年層は「使
用する」「使用しないが、聞いたことがある」「聞いたことがない」に回答が分か
れた。高年層の４名の調査の際は、リンゴを半分に切る静止画を使用していた
が、半分に切ったリンゴに「ハンペタ」という語は使用しないということであっ
たため、中年層と若年層の調査には魚を半分に切った静止画に変更した。「使用
する」と回答した調査協力者によって、「ハンペタ」から想像するものは異なっ
ており、高年層は「魚を半分にしたもの」であり、中年層は「開いた本の半分」
という語感を有していた。どちらも、「開いたものの半分」を意味する際に使用
するという点は共通している。また、高年層の調査協力者によると、「ハンペタ」
という語は、すべての魚に使用できるわけではなく、１匹を一度に食さないよ
うな大きな魚には使用しないということであった。使用例として、「カツオ、ハ
ンペタちょうだい」があげられた。以下は、聞き取り調査で得られた回答である。

00:27:22 トシ：
（1941年生）

なん、まあ、なので、リンゴを切るとかそういうのじゃ
なくて？

00:27:25 調査者： それじゃなくて、「半分残しといて」みたいに言うとき
に、はん、ハンペタとかハンベタって。

00:27:31 調査協力者一
同：

ああ。

00:27:31 テル：
（1942年生）

ハンペタか。

00:27:35 調査者： ［中略］「ハンペタ取っといて」とか言います？

【用例12】

ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用しないが、聞いたことはある
ヒサ 1967 使用する
ヒロ 1969 使用する
サト 1990 聞いたことがない
ダイ 1990 使用しないが、聞いたことはある
チヒ 2002 使用しないが、聞いたことはある
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４.１.９　オッシー
「オッシー」は「味噌汁」を表す新居方言である。静岡の他地域では「オシー」

「オツケ」といった語の使用も見られる。類似した「おしい」という方言は、栃
木県、群馬県、埼玉県、千葉県など広い地域で使用が見られる。

00:27:40 ヨウ：
（1946年生）

いや、ハンペタっていうのも新居弁なの？

00:27:45 トシ： ［中略］あの、はん、ハンペタは今でも使うら？

00:27:46 ヨウ： カツオ、カツオなんかでも、魚屋さん買いに行くとき
にね、「カツオ、ハンペタちょうだい」って言う。

00:28:21 ヨウ： ［中略］あのー、リンゴのハンペタっちゅうのは言わな
い。

【用例13】
00:13:43 ヒロ： ［中略］でも、なんか、本とかもさ、ハンペタ、みたいな。

00:13:46 ヒサ： うん。本のイメージはある。

00:13:47 ヒロ： そう。本のイメージ。魚っていうより本のイメージかな。

00:13:49 ヒロ： ［中略］なんで、ほ、その、開いたときの、この、あ
のー、ね？　１ページ、２ページってあるけど、その
半分のことを、ハンペタって。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 以前は使用したが、今は使用しない
テル 1942 以前は使用したが、今は使用しない
ヨウ 1946 以前は使用したが、今は使用しない
マチ 1951 以前は使用したが、今は使用しない
ノリ 1962 使用しないが、聞いたことはある
ヒサ 1967 聞いたことがない
ヒロ 1969 使用する
サト 1990 聞いたことがない
ダイ 1990 聞いたことがない
チヒ 2002 聞いたことがない

表12　調査結果（オッシー）
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00:31:25 トシ：
（1941年生）

み、みそ汁なんて言わんで、オッシーばっかりだな。

00:31:33 ヨウ：
（1946年生）

［中略］子どもの頃、今、今はほとんど言わないと思う
けどね。

00:31:35 テル：
（1942年生）

言わんわね。

00:31:36 ヨウ： 私らの子ども時代は、オッシー。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用しないが、聞いたことはある
ヒサ 1967 使用する
ヒロ 1969 使用する
サト 1990 聞いたことがない
ダイ 1990 聞いたことがない
チヒ 2002 使用する

表13　調査結果（消やす/消やいとる）

４.１.10　 ケヤイトル/ケヤス
「ケヤス」は他動詞「消す」を表す新居方言である。「消している」は「ケヤ

イトル」のように音韻変化を起こすがある。この語は、北海道のほか、山陽地
方、山陰地方など、広範囲で使用が見られるものである。

【用例14】

「オッシー」という語について、高年層は「以前は使用したが、今は使用しな
い」と回答しており、中年層は「使用する」「使用しないが、聞いたことはある」

「聞いたことがない」のように回答が分かれた。また、若年層は「聞いたことが
ない」と回答している。「オッシー」の使用について、高年層の調査協力者によ
れば、子どもの頃は使用していたが、今はほとんど使わないということであっ
た。使用例として、「マンマとオッシーちょうだい」「昼はオッシーとマンマで」
があげられた。以下は、聞き取り調査で得られた回答である。
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00:32:35 マチ：
（1951年生）

うん。部屋の電気を消せっていうのをケヤセって言う。

00:32:42 トシ：
（1941年生）

［中略］け、あのー、火を消すことが、ケヤスだね。

【用例14】

４.１.11　さきゃー売っちゃーおるが、たばかー売っちゃーおらん
本設問の文「サキャーウッチャーオルガ、タバカーウッチ ャーオラン。（酒

は売ってはいるが、たばこ は売ってはいない。）」は、山口（1994）から選定し
たものである。「～ている」が「も」あるいは「は」等の助詞で強調される際に
は、「テ（モ/ハ）イル」「テ（モ/ハ）オル」という形式をとるが、ここでは「～
ては」で音の融合が生じ「～チャーイル」「～チャーオル」 のように変化する。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用しないが、聞いたことはある
ヒサ 1967 使用しないが、聞いたことはある
ヒロ 1969 使用しないが、聞いたことはある
サト 1990 使用する
ダイ 1990 使用する
チヒ 2002 使用しないが、聞いたことはある

表14　調査結果（～ちゃーおる/おらん）

「ケヤイトル/ケヤス」という語について、高年層は「使用する」と回答して
おり、中年層は「使用する」「使用しないが、聞いたことはある」のように回答
が分かれた。同様に、若年層においても「使用する」「聞いたことがない」に回
答が二分された。インタビューで得られた発話から、高年層では「火や電気を
消す」ということを伝える際に現在も使用されていることがわかる。また、若
年層の1名（チヒ）は祖母の方言使用がきっかけで、「ケヤイトル/ケヤス」を
使用すると回答している。使用例として、「そこのろうそくケヤシといて」「こた
つの線、ケヤシてきたかん？」などがあげられた。以下は、聞き取り調査で得
られた回答である。
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00:13:46 ダイ：
（1990年生）

自分は言わないですね。

00:13:49 サト：
（1990年生）

うん。

00:13:54 調査者： ［中略］お聞きしたことはありますか？

00:13:59 ダイ： そう、本当におじいちゃん、おばあちゃんとかの言い
方じゃないのかなと思います。

00:14:26 サト： 何々先生いますか？って言われると確かに、いや、こ
この職員室におらんよ。

00:14:31 調査者： あー。

00:14:33 サト： 保健室におるよ、みたいな。

00:14:35 調査者： はあー。それは使うんですね。

00:14:37 サト： ものっていうか、居るか居ないか、みたいな。

【用例15】

４.１.12　わしゃあどうも、これじゃあとても行けれんよ
本設問の文「わしゃあどうも、これじゃあとても行けれんよ（私はどうも、

これじゃあとても行けないよ）」は、静岡県むかし話研究会（2004）に収録さ
れた民話「ガニとおにぎり」からである。新居方言における可能形は「行ける」

「見れる」「できる」「来れる」のようになり、共通語の「ら抜きことば」に準じ
た活用をする。また、「行けれる」のような形をとることもある。

「さきゃー　売っちゃーおるが　たばかー　売っちゃーおらん」という表現の
「～ちゃーおる/おらん」について、高年層は「使用する」、中年層は「使用し
ないが、聞いたことはある」と回答しており、若年層は「使用する」「使用しな
いが、聞いたことはある」のように回答が分かれた。若年層の調査協力者につ
いては、「～ておる」「～ておらん」という表現はしないが、存在の「ある/いる」
の意味では使用すると述べている。以下は、聞き取り調査で得られた回答である。
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「わしゃあどうも、これじゃあとても行けれんよ」という表現の「行けれん」
について、高年層は「使用する」と回答しており、中年層は「使用する」「使用
しないが、聞いたことはある」のように回答が分かれた。若年層は「使用する」
あるいは「使用しないが、聞いたことはある」と回答している。「使用する」と
回答したどの世代の調査者も、「行けれん」だけでなく、「行けん」の形も使用す
ると述べていた。使用例として、「自分に用事が入って行けれん」「行けんわ」な
どがあげられた。以下は、聞き取り調査で得られた回答である。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用しないが、聞いたことはある
ヒサ 1967 使用する
ヒロ 1969 使用する
サト 1990 使用する
ダイ 1990 使用する
チヒ 2002 使用しないが、聞いたことはある

表15　調査結果（行けれん）

00:50:58 テル：
（1942年生）

うん。行けれんって言うね。

00:50:59 ヨウ： 今でも言うよね。

00:51:00 調査者： 今でも言いますか。ああ。

00:51:00 ヨウ： うん。あのー、この日、こういう草取りがあるけどど
うする？って、行けれんやあって、そういって言って。

【用例16】

４.１.13　明日雨が降らなんだら船は出るね
新居方言における過去の否定形は、「書かんかった」「見んかった」のように、

否定形に「～かった」が後接した形となる。また、本設問のように「～ナンダ」
を用いる場合もあり、「書かなんだ」「見なんだ」「来（こ/き）なんだ」「し（せ）
なんだ」のような形をとる。
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「明日雨が降らなんだら船は出るね」という表現の「降らなんだら」につい
て、高年層は「使用する」と回答しており、中年層は「使用する」「使用しない
が、聞いたことはある」に回答が分かれた。若年層は「使用しないが、聞いた
ことはある」と回答している。「使用する」と回答している高年層は、最近では

「降らんかったら」をよく使用すると話していた。これは、遠州方言や三河方言
と同形であり、周辺の都市言語の影響を受けている可能性が示唆される。「使用
しないが、聞いたことはある」と回答した中年層と若年層は、身近にいる高年
層の使用がきっかけでこの表現を認知していた。しかし、使用することはなく、
遠州方言や三河方言である「降らんかった」を使用していることが明らかになっ
た。以下は、聞き取り調査で得られた回答である。

00:52:15 ヨウ：
（1946年生）

降らなんだらっていうことは言うね。

00:52:16 テル：
（1942年生）

言うね。

00:52:16 調査者： 言います？　ああ。

00:52:19 テル： 降らなかったらだね。

00:52:20 ヨウ： 普通のことばだと思ったけど。そうか。

【用例17】

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用する
ヒサ 1967 使用しないが、聞いたことはある
ヒロ 1969 使用しないが、聞いたことはある
サト 1990 使用しないが、聞いたことはある
ダイ 1990 使用しないが、聞いたことはある
チヒ 2002 使用しないが、聞いたことはある

表16　調査結果（降らなんだら）



‐ ‐151

４.１.14　もっと注意してりゃ怪我はしなんだね
本設問における文「モット チューイシテリャ ケガワ シナン ダネ（もっと注

意していれば怪我はしなかったね）」は、山口（1994）から引用している。新
居方言における仮定形は「書けば」が「カキャ」、「見れば」が「ミリャ」、「す
りゃ（すれば）」、「来（く）りゃ（来れば）」のように音韻変化が起きる。例え
ば、「とうげまで行きゃあ、あとはまた下がるだもんでいいわ（峠まで行けば後
はまた下がるからいいよ）」（静岡むかし話研究会, 2004 ）」のような用例があ
る。「しなんだ」は前節で論じたように、「する」の過去の否定形である。

00:52:29 トシ：
（1941年生）

［中略］雨が降らなかったら。そんなことば使うかな、
でも。降らんかったらって言わない？

00:52:34 ヨウ： 降らんかったらとも言う。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用する
ヒサ 1967 使用しないが、聞いたことがある
ヒロ 1969 使用しないが、聞いたことはある
サト 1990 使用しないが、聞いたことはある
ダイ 1990 使用しないが、聞いたことはある
チヒ 2002 使用しないが、聞いたことはある

表17　調査結果（しなんだね）

「もっと注意してりゃ怪我はしなんだね」という表現の「しなんだね」につい
て、高年層は「使用する」と回答しており、中年層は「使用する」「使用しない
が、聞いたことはある」に回答が分かれた。若年層は「使用しないが、聞いた
ことはある」と回答している。高年層と若年層の調査協力者によると、最近で
は「しんかった」を使用すると話しており、一部の高齢者は「せんだった」を
使用すると述べていた。「しんかった」は4.1.13で記述した「降らんかった」と
同様に三河方言および遠州方言であり、「せんだった」は三河方言の過去の否定
形である。このことから、当該表現についても周辺都市の方言に同化する傾向
があることが示唆される。また、若年層の調査協力者の1名（ダイ）は小学校
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４.１.15　まーもーいーで、一緒に食べまい
本設問の文「マー モー イーデ イッショニ タベマイ（まあもういいから一緒

に食べよう）」は、山口（1994）より引用している。新居方言の勧誘表現は、共
通語と同様、「行こう」「見よう」「しよう」「来よう」の形をとるが、高年層の話
者は「行かまい」「見まい」「来（こ）まい」「しまい」のように、「～まい」を用
いた形式も使用する（森, 2017）。共通語の否定推量（例：彼は、そのような場
所には行くまい）を意味することはない。

00:18:32 ダイ： 自分も標準語でしゃべろうと注意しているので、
サト：

00:18:35 調査者： あー。

00:18:35 ダイ： これは結構馴染みがあります。

00:18:41 サト：
（1990年生）

うーん。そうすね、もっと注意していれば、怪我はし
んよー、

00:18:51 調査者： ［中略］そう、なんですね。ダイさんは割とこう、職場
ではあの標準語を生徒たちと共通語を使うようにして
るんですか？

00:19:03 ダイ： そうですね。自分があの今、学校が新居じゃないので、

00:19:10 ダイ： ［中略］うん、だから新居のことば、結構きついので、
［中略］普通のことば喋るように

00:19:18 調査者： ［中略］なんかよくね、きついって新居の方、言うん
で、私ちょっとその感覚はよくわからなくて、やっぱ
りきついっていう感じなんですかね？

00:19:27 ダイ： そうです。なんか、ほんとに口が悪いって言われます。

【用例18】

の教員だが、学校は新居町に所在しないため、「しんかった」という表現も使用
するものの、職場では意識的に共通語を使用していると話していた。その理由
として、自身が新居方言に「きつい」という印象を持っており、実際に新居方
言話者ではない人から、「口が悪い」と指摘された経験があるからとのことで
あった。以下は、聞き取り調査で得られた回答である。
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仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用する
ヒサ 1967 使用しないが、聞いたことはある
ヒロ 1969 使用しないが、聞いたことはある
サト 1990 聞いたことがない
ダイ 1990 聞いたことがない
チヒ 2002 使用しないが、聞いたことはある

表18　調査結果（食べまい）

「まーもーいーで、一緒に食べまい」という表現の「食べまい」について、高
年層は「使用する」と回答しており、中年層は「使用する」「使用しないが、聞
いたことはある」に回答が分かれた。また、若年層は「使用しないが、聞いた
ことはある」「聞いたことがない」という回答となった。高年層の調査協力者は

「食べまい」を日常的に使用しているのに対して、中年層と若年層の調査協力者
は使用していなかった。「使用しないが、聞いたことがある」と回答した中年層
の２名は、同居家族が使用しているのを聞いており、若年層の１名（チヒ）に
ついても、祖母が使用していると述べていた。また、若年層の１名（サト）は

「食べまい」ではなく「食べりん」を使用すると話していた。「食べまい」以外
の使用例として「しまい」があげられた。以下は、聞き取り調査で得られた回
答である。

00:57:32 ヨウ：
（1946年生）

うん、うん、一緒に食べまいって。こ、もし、ここに
おまんじゅうがあって、で、誰も食べてなくて、食べ
たいのに、誰も言わんなあと思って、一緒に食べまいっ
て言わない？

00:57:48 トシ：
（1941年生）

［中略］たべ、食べまいは、普通な、普通のことばだ
ね、ある程度。

【用例19】
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「行かまいか」について、高年層は「使用する」と回答しており、中年層は
「使用する」あるいは「使用しないが、聞いたことはある」に、若年層は「使用
しないが、聞いたことがある」あるいは「聞いたことがない」に回答が分かれ
た。若年層の調査協力者は「行かまい」ではなく、「行かん」を使用していると
のことであった。「行かん」は静岡県西部、愛知県東部の方言であり、前述のよ
うに周辺都市の方言に影響を受けている可能性がみてとれる。以下は、聞き取
り調査で得られた回答である。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用する
ヒサ 1967 使用しないが、聞いたことはある
ヒロ 1969 使用する
サト 1990 聞いたことがない
ダイ 1990 聞いたことがない
チヒ 2002 使用しないが、聞いたことはある

表19　調査結果（行かまいか）

00:59:09 テル：
（1942年生）

［中略］行かまいも言うね。

00:59:10 ヨウ：
（1946年生）

行くっちゅうことを誘う、誘うために。

00:59:12 テル： 一緒に、一緒に行くまい。

【用例20】

４.１.16　今日は、お天気がいーで、奥山の半僧さま、まいりに行かまいか
本設問の文「きょうは、お天気がいいで、奥山の半僧さま まいりに行かまい

か（今日はお天気がいいから、奥山の半僧さん参りに行こう）」は、静岡むかし
話研究会（2004）に収録された民話「ガニとおにぎり」より抜粋している。山
口（1995）においては、「一緒に行かないか」という表現は「イッショニ　イカ
ンカ」のように表されているが、前節で述べたように「～まい」も新居方言に
見られる特徴的な勧誘表現である。



‐ ‐155

00:59:22 トシ：
（1941年生）

［中略］行かまいは、結構、使っとったよね。

00:22:07 ダイ：
（1990年生）

行かまいかは使わないですね。

00:22:08 調査者： うーん。あまり聞くこともない？ですかね、行かまい
かーって。

00:22:14 サト：
（1990年生）

聞かないですね。

00:22:14 ダイ： 聞いても、うんわかりますけど、意味は。でも言わな
いですね。

４.１.17　財布落といたもんで困っとる
本設問における刺激文「サイフオトイタモンデコマットル（財布を落とした

ので困っている）」については山口（1994）からの引用である。また、他にも
「ケガーシタモンデ（怪我をしたので）」や「アメンフッテキタモンデ（雨が降っ
てきた」といった用例が付されている。新居方言の母方言話者である山口は、自
身がかつて「～モンダイ」や「モンダイガ」、「～モンダイガラ」のような順接の
接続詞を用いていた、と内省しているが、次第に使用しなくなった、と述べて
いる。「～モンダデ」「～モンデガ」「～モンダニヨッテ」については、周囲の話者
が使用するのを聞いたことがあるが、自身は使ったことがない、と書いている。

仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用する
ヒサ 1967 使用する
ヒロ 1969 使用する
サト 1990 使用する
ダイ 1990 使用する
チヒ 2002 使用する

表20　調査結果（～もんで）

【用例21】
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「財布落といたもんで困っとる」という表現の「～もんで」については、調査
協力者全員が「使用する」と回答した。「～もんで」には、表３のG7に示され
ている通り複数の表現がある。高年層の調査協力者では「～もんで」がよく使
用され、「～もんだで」「～もんだいが」についても使用することがある、と回答
した協力者がいた。「～もんだによって」の使用は見られなかった。中年層と若
年層が聞いたことのある類似表現は多岐にわたっていたが、「～もんだによって」
は、どの年代の調査協力者も使用しないという点で一致していた。「落といた」
については、高年層飲み使用しており、中年層と若年層の調査協力者は聞いた
ことがあるが、使用しないということであった。以下は、聞き取り調査で得ら
れた回答である。

01:02:16 トシ： 「おといたもんで」かな。

01:02:17 テル： 「だ」、「だ」は使わんかったような気がする。

01:02:20 ヨウ： ［中略］「おといたもんだで拾ってきてもらっただよ」と
かは言うけど、ほとんど「もんで」だね。

01:02:21 トシ： もん、「もんで」か「もんだで」か、どっちか、「もん
で」「おといたもんで」のほうが多いかな。

01:02:25 調査者： ［中略］うーん。この「おといたもんだいが」とかは聞
いたことありますか。

01:02:31 ヨウ： ［中略］あ、「おといたもんだいが」って言うときもあ
る。

【用例22】

４.１.18　ちょっと こっち きん（きりん/こりん）
本設問の文「チョット コッチ ｛キン/キリン/コリン｝（ちょっとこっちに来

なさい）」についても、山口（1994）からの抜粋である。森（2017）によれば、
新居方言には、粗略な命令形と丁寧な命令形の 二種類がある。粗略な命令形は

「行け」「見ろ」「来い」「しろ」のように、共通語と同型をとる。高年層は、「見
よ」「せよ」を使用することもある。一方、丁寧な命令形は、「行きん」「来ん」の
ように、動詞の基幹イ段に「ん」が後接する。ただし、「見る」などの一段動詞、

「来る」「する」の場合、「見りん」「来（き）りん」「来（こ）りん」のような形を
とることもある。
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仮名（pseudonym） 生年 使用状況
トシ 1941 使用する
テル 1942 使用する
ヨウ 1946 使用する
マチ 1951 使用する
ノリ 1962 使用する
ヒサ 1967 使用する
ヒロ 1969 使用する
サト 1990 使用する
ダイ 1990 使用する
チヒ 2002 使用する

表21　調査結果（来
き

ん/来
き

りん/来
こ

りん）

「ちょっとこっち来（き）ん」という表現の「きん（きりん/こりん）」につ
いて、どの世代も「使用する」と回答している。高年層の調査協力者によると

「きん」の他にも「きりん」の形を使用しているが、「こりん」の使用は見られ
なかった。また、「きん/きりん/こりん」以外に、三河方言と共通する「おいで
ん」や「来りゃいい」を使用すると述べていた。中年層と若年層の調査協力者
は「きん」を使用しており、「きりん」「こりん」は使用しないとのことだった。
また、丁寧な命令形として「しりん」「やりん」もあげられた。以下は、聞き取
り調査で得られた回答である。

00:30:02 ヒロ： ああ。「こっち、きん」。「こっち、きり、きりん」って、
あんまり言わないよね。

00:30:05 ヒサ： うん。

00:30:06 ヒロ： 「きん」。「きん」だ。

00:30:07 ヒサ： 「こっち、きん」のほうが。

00:30:08 ヒサ： ［中略］うん。「こりん」は、フッ、分からないですね。
「こりん」どういう。

00:30:12 ヒロ： 「こりん」なんて言わない。

【用例23】
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４.２　アコモデーション理論から見る方言使用
4.1では、調査対象となった18項目の語彙・表現について、聞き取り調査か

ら得られたデータに基づいて、その概要をまとめた。本節では、「アコモデー
ション理論（Giles & Okay, 2007）」を用いて調査結果に検討を加える。

社会言語学におけるアコモデーション理論は、人がコミュニケーションを行
う上で、聞き手との関係性に基づき、自身の言語運用や行動の調整を行うこと
に関するものである。本研究では、アコモデーション理論で提唱された「言語
的収束（Convergence）」に着目し、調査協力者の発話について検討したい。言
語的収束は、効率的かつ円滑なコミュニケーションを目的としてなされるもの
であり、話し手が、自身の言語行動を聞き手の使用することばに同調

（Accommodation）させ、そこに自身の言語運用を収束させていくようなコミュ
ニケーション形態である。聞き手との心的距離を縮めるため、年配者が若年層
の聞き手に対し、普段は使用しないような若者ことばを使用する、といった例
が挙げられる。方言形から共通語形への切り替えについて論じた中条（1983a）
においても、老年層および壮年層は子どもと会話をする際、方言から共通語へ
の切り替えの割合が高いことがわかっている。本研究にける高年層の調査協力
者からも、同年代の話者と意思疎通を図る際に方言形を用いるが、若い世代に
は共通語形を用いる、との回答が聞かれた。方言を日常的に使用する高年層が、
若年層の話者に共通語形を用いるアコモデーション行動は、方言継承を阻害す
る一要因であると考えられる。これは、同居する祖父母の言語使用によって、
若年層の調査協力者であるチヒの方言知識が豊富であったことからも明らかで
ある。今回の調査結果においても、4.1.14の解説で記述した調査協力者（ダイ）
のように、職場環境の影響から意識的に共通語を使用し、方言を使用しない事
例が見られる。

４.４　新居方言の共通語化と都市言語化
学校教育やメディアの普及、交通の利便性向上、核家族化、産業構造の変化

など、さまざまな要因から、日本国内の地域言語は衰退の傾向にあるが、新居
方言についても同様である。高年層と比較し、中年層、若年層の話者は、新居
方言を母方言としない人と接することが多くなり、方言使用の機会は減少して
いる。山口（1994）において、新居方言には  （1） 共通語化と  （2） 周囲の都市
言語化（三河方言あるいは遠州方言）、という２つの力が作用していることが指
摘されているが、本調査においても、語彙は共通語化（例：オッシー → 味噌
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汁）し、表現は都市言語化（例：降らなんだら → 降らんかったら）している
ことが示唆された。

５．まとめ

表22は、語彙の使用・理解について、調査協力者の回答を整理したものである。

協力者 性別 生年 V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7 V8 V9 V10
トシ 男性 1941 △ 〇 （〇） 〇 〇 〇 〇 〇 （〇） 〇
テル 女性 1942 △ 〇 （〇） 〇 〇 〇 〇 〇 （〇） 〇
ヨウ 女性 1946 △ 〇 （〇） 〇 〇 〇 〇 〇 （〇） 〇
マチ 女性 1951 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 （〇） 〇
ノリ 女性 1962 （〇） △ △ △ 〇 × 〇 △ △ △
ヒサ 女性 1967 × × 〇 △ △ × 〇 〇 × 〇
ヒロ 女性 1969 × △ × △ 〇 × 〇 〇 〇 〇
サト 女性 1990 × × × × × × △ × × ×
ダイ 男性 1990 × × × × × × △ △ × ×
チヒ 男性 2002 × △ × △ × × 〇 △ × 〇

表22　調査結果まとめ（語彙）

○：使用する
（〇）：以前は使用したが今は使用し
　　　ない
△：使用しないが聞いたことがある
×：聞いたことがない

V1：アグツ　　　V6：オンジョ
V2：カエチ　　　V7：テンコチョ
V3：ヒル　　　　V8：ハンペタ
V4：ヒズルシイ　V9：オッシー
V5：ネチ　　　 V10：ケヤイトル/ケヤス

調査項目の10語の中で、最も使用・理解の程度が低かった語は「オンジョ」
であり、続いて「アグツ」「カエチ」「ヒル」についても若年層から中年層にかけ
て使用が見られなかった。一方、最も使用・理解の程度が高い語は「テンコ
チョ」、続いて「ハンペタ」であった。「テンコチョ」はさまざまなものの「てっ
ぺん」を指し示す語であり、「ハンペタ」は開かれたもの（本など）の半分を示
すことから、さまざまな文脈で広く使用される語であると言える。よって、こ
のように汎用性が高い語については、若年層においても使用・理解が見られる
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可能性がある。一方で、「オンジョ」「アグツ」「カエチ」は、使用する場面が限
定的であり、汎用性も低いことから若年層に継承されず、共通語が進んでいる
可能性が示唆された。

以下の表23では、表現の使用・理解について、調査協力者の回答をまとめて
いる。

協力者 性別 生年 G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8
トシ 男性 1941 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
テル 女性 1942 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ヨウ 女性 1946 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
マチ 女性 1951 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ノリ 女性 1962 △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ヒサ 女性 1967 △ 〇 △ △ △ △ 〇 〇
ヒロ 女性 1969 △ 〇 △ △ △ 〇 〇 〇
サト 女性 1990 〇 〇 △ △ × × 〇 〇
ダイ 男性 1990 〇 〇 △ △ × × 〇 〇
チヒ 男性 2002 △ △ △ △ △ △ 〇 〇

表23　調査結果まとめ（表現）

○：使用する
（〇）：以前は使用したが今は使用し
　　　ない
△：使用しないが聞いたことがある
×：聞いたことがない

G1：売っちゃーおる/おらん
G2：行けれん  
G3：降らなんだら   
G4：しなんだね

G5：食べまい
G6：行かまいか 
G7：～もんで 
G8：きん/きりん/きりん

調査項目で扱った表現において、使用・理解の程度が低い表現は「食べまい」
「降らなんだら」「しなんだね」である。一方、使用・理解の程度が高い表現は
「～もんで」および「きん/きりん/きりん」であった。理由を表す「～もんで」
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および「～もんだで」は、周辺都市においても使用される方言である（飯豊他
編, 1983）。一方で、「～もんで」の変種である「～もんだい/～もんだいが/～
もんだいがら/～もんでが/～もんだによって」は使用される地域が限定的であ
り、中年層以下の使用は見られない。また、「食べまい」については当該表現よ
りも、三河方言の丁寧な命令表現である「食べりん」を使用する、との回答が
見られた（4.1.15参照）。「食べりん」は、使用・理解の程度が高い表現である

「きん/きりん/きりん」における「～りん」を使用した表現である。新居方言
の「～まい」と三河方言および新居方言の「～りん」は、類似した場面におい
て使用することが可能であり、競合関係にあるため、話者数がより多く、より
広域で使用される方言へと変化が生じている可能性が考えられる。よって、「食
べまい」の使用・理解の程度が低くなり、「きん/きりん/きりん」の使用・理解
の程度が高いという結果となったことが示唆される。また、「しなんだね」につ
いても4.1.14で示したように、三河方言および遠州方言の「しんかった」を使
用する、との回答が見られることから、当該表現についても都市言語への移行
が見られる。

今回の調査では、新居方言の母方言話者に半構造化インタビューを実施し、
その結果から、調査協力者の新居方言の使用・理解に関する資料をまとめた。
今後、本研究における議論をより発展させ、全体像を明らかにするため、より
多くの協力者を確保し、大規模調査を実施する必要がある。
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